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定する基準は、 「委任可能性基準」 （delegability criterion）と呼ぶことができるであろう。
すなわち、ある活動が経済的意味で生産であるのは、それが他の個人や経済単位に委任可

























































る諸論点を取り上げよう。93SNA は、 「育成資産（cultivated assets） 」概念を導入するこ
3 93SNA 6.10 段 c、08SNA 6.18 段 c。
4 たとえば、 英国ONSに提出された、 いわゆる 「アトキンソン ・ レポート」 すなわち”Atkinson





「第三者基準」 （委任可能性基準）の検討から始めよう。 「第三者基準」 、現在では、”third
party criterion”の訳語として、 無償労働の研究などで広く知られているが、 マーガレット・
リードの古典的著作『家計生産の経済学』 （Reid[1934]）で確立されたものである5。国民経
済計算の分野では、オリ・ホーリリシンが 1977 年に”third person criterion”に言及してい
る（Hawrylyshyn［1977］ ）6。
ピーター・ヒルは、1977 年の論文「財とサービスについて」 （Hill[1977]）と 1979 年の






Feminist Economics 第 2 巻第 3 号（1996 年秋）は、リード生誕 100 年を記念した特
集号である。特集の序文や収録された数編の論文によって、リードの生涯と仕事を概観す
ることができる。




Agricultural College、現マニトバ大学農業・食料科学部）が 1915 年に、家政学（Home
Economics）の学士号取得プログラム（5 年制）を創設したことであった。これは、世紀の




7 93SNA には、 「第三者基準」やそれに類する表現は現れていない。








1921 年に家政学コースを卒業したリードは、 米国に移り、 1925 年にシカゴ大学に赴任し
たヘーゼル・キルク（Hazel Kyrk）の指導のもとに、学位請求論文を完成する。前掲『家
計生産の経済学』は、リードの学位論文に手を加えたものである（Ph. D.授与は、1931 年）
9。 Yi [1996、 p.18]は、 キルクは、 彼女が Ph. D.論文の指導にあたっていた大学院生たちに、
家計生産の一国経済への貢献を正確に測定することを研究するように促したことを紹介し
ている。リードは、1929 年から 30 年まで、コネティカット大学で家政学の講師をしたあ
と、アイオワ州立大学経済学科に着任し（助教） 、経済学科と家政学科の両方で消費経済学
を教えた（40 年に教授） 。さらに、1943 年から 48 年まで合衆国政府の仕事（統計基準部エ
コノミスト、その後、農業省家庭経済部長）をしたあと、1948 年から 1951 年までイリノ
イ大学で経済学の教授をつとめ、経済学科のカリキュラムに消費経済学を組み入れること































性の向上のための国際訓練研修所（the United Nations International Research and Training




ウォーリング（Marilyn Waring）の『新フェミニスト経済学』 11が刊行（1988 年）された。
この、むしろ一般読者向けの著書で、ウォーリングが取り組んだのは、その原題 If Women
Counted が示唆するように、国民経済計算統計を含む経済統計のジェンダー・バイアスの













10 第１回国連世界女性会議（World Conference of Women、メキシコ、1975 年）の勧告に
基づき翌年国連経済社会理事会が設立した。1983 年には、その本部が公式にドミニカ
共和国のサント・ドミンゴに置かれた。
11 Waring [1988]、p.26 と第１章注 19。訳書では、第１章 28 頁と同章注 15。
12 原文は、次の通り。If an activity is of such character that it might be delegated to a





























13 It (household production) consists of those unpaid activities which are carried on, by
and for the members, which activities might be replaced by market goods, or paid
services, if circumstances such as income, market conditions, and personal inclination
permit the service being delegated to someone outside the household group.










































































物理的対象」である（Hill [1977, p. 317]） 。
17 Reid [1934], p.11.






















































産と混同されている21。両者は、別のものである22。x をサービスの生産規模の指標、 p を
パーソナルな関係を示す指標とすれば、 後者が効用関数の新たな変数となり、 したがって、
以下のように、定式化できることになるであろう。














21 Reid [1934, p.7]に、 「今日では、生産は、一般に効用の生産として定義される。ここで、
効用とは、財の欲求充足力のことである」とある。







































































24 Waring [1988], p.108。前掲訳書、115 頁。
25 Waring [1988], pp.206-207。前掲訳書、210 頁。13





























































































































まず、 ポパーの３世界論を巡る用語を導入する。 「反証主義」 で名高いカール ・ ポパー （Karl









は、1935 年末までに書かれ、1936 年にハイエクのセミナーでの報告の後、 『エコノミカ』











出版が 1963 年32。その後、1970 年代にきわめて生産的な時期を過ごすことになる。 『客観
的知識――進化論的アプローチ』 33の出版が 1972 年、 「知的自伝」 である 『果てしなき探求』
















35 Popper and Eccles [1977].
36 Popper [1972] 森訳に含まれる「訳者あとがき」によると、３世界論の萌芽は、1965 年
執筆された、有名な「雲と時計」 （Popper [1972] 第６章）にあるという。1968 年に「第３
世界」の語が初出する。1970 年には、 「世界３」の語があらわれる。Popper [1992] の 7a




37 その志向性を含む、意識の諸性質については、Searl [2004, p. 93ff]（邦訳 178 頁以降）
が参照されるべきである。
38 ポパーの３世界論については、 上記文献のほか、 Popper[ 1982, 1990, 1994]、 Eccles [1970,
1989]および小河原 [1997]を参照されたい。


















































41 Popper [1992, p.185]、邦訳（下） 、159－160 頁。
42 Popper [1970, 89]および Popper and Eccles [1977]のそれぞれ、p.164、p.73、p.359 に























































す図式がポパーの＜試行と誤謬消去の図式（schema of trial and error elimination）＞で
ある46。
1 2 P TT EE P    .
ある問題 1 P から出発する。それに答えるために、暫定的解決または暫定的理論TT が提唱








44 Popper [1992], p.185. 邦訳（下） 、161 頁。
45 Popper and Eccles [1977], p. 40. 邦訳 68 頁。
46 ポパーの生涯の友人であり、著名な美術史家エルンスト・ゴンブリッチは、ポパーの図
式に対応する＜図式と修正の公式（formula of schema and correction）＞を定式化して、




Popper [1976]の表現主義（表出主義）批判に関する注 57 にある、ゴンブリッチへの言及
も興味深い。21
される。しかし、それは誤りかもしれない。理論は、批判的議論と実験的テストの過程、





















同一説に基づき、世界１を意識経験と同一でない物理過程（ 1p World ）と意識過程と同
一である物理過程（ 1m World ）から構成される、すなわち、
1 1 1 p m World World World  
1p World ∩ 1m World ＝∅
47 Popper [1978], p.148. 邦訳 170 頁。
48 Popper [1977], p.429. 邦訳615頁。 ゴンブリッチの 「作成と照合 （making and matching）
の過程」である。
49 Popper [1978], p. 346. 邦訳 385 頁。
50 Popper [1990], p. 47.
51 Popper [1977], p. 81ff. 邦訳 128 頁以降。同一説については、Searl [2004, p. 37ff]（邦
訳 70 頁以降）も参照せよ。22
であると考え、 1m World を










と整合的であり、93SNA や 08SNA はそうではないことを見る。表 2.1 にまとめた。芸術
作品の取り扱いは、生産境界の画定のさいに、かなり微妙な領域となることは言うまでも
ない。
表 2.1 SNA における芸術作品の取り扱いとポパーの見解
























われていた。作間 [1996、220 頁]は、それを「バウハウス主義」と呼んだ。もちろん、 「す






























































54 きわめて奇異なことに、93SNA では、特許実体（patented entity） 、すなわち、権利の
対象である知識が（無形非生産）資産として取り扱われている。08SNA で研究・開発の固
定資産化がなされることにより、この奇異な資産は消滅する。08SNA 10. 105 段を見よ。







































































































60 93SNA6.10 段では、 a)消費主体が所有する財の状態の変化、 b)個人の身体的状態の変化、
c)個人の精神的状態の変化、d)制度単位の一般的経済状態の変化（保険、金融仲介、保護、




統計基準としての SNA がもつ生産境界（あるいは、単に、SNA の生産境界）は、以下


























































Studenski [1958, pp. 178-79] は、1944 年にワシントンで行なわれた、英国、米国、カ
65 租税理論における＜帰属所得＞（imputed income）とは、 「納税者自身の財産の利用お
よび自家労働から得られる経済的利益のこと」 （吉牟田・成道 [2002]）である。ODE は、
財政用語としての”impute”を”assign (a value) to something by inference from the value
of the products or processes to which it contributes”と説明している。なお、ODE は、こ
の語がラテン語の imputare に由来し、putare は、 ‘reckon’の意としている。すなわち、
impute＝reckon in the account。




ー （William Petty） の 『賢者は一言を以て足る』 （Verbum Sapienti, Hull [1899, pp.99-120]）
におけるそれやグレゴリー・キング（Gregory King）によるそれを指すものと思われる。
67 篠原 [2009]、289 頁以降。30





































































69 Goode [1960], p. 504.
70 図の出所に示した文献のほか、Bank of England [1992]を参照せよ。より近年の状況に
ついては、Hellebrandt et al.[2009]がある。32
GDP は増大し、むしろホームレスにでもなっていれば、GDP に変化がないことになる。持
ち家か借家かという家計や個人の選択は、 経済状況に依存するものであり、 その選択が GDP
に影響を与えてしまうのである。しかも、ネガティヴ・イクイティ問題は、帰属を行なわ
ないことが GDP に与える影響が景気判断に関する GDP 指標の有効性を大きく損なうこと
を明らかにしているように思われる。









大ロンドン 220 1.7 8,000
他の南東部 510 3.8 7,500
南西部 180 1.0 5,700
東アングリア 80 0.6 6,700
東ミッドランド 100 0.3 2,600
西ミッドランド 90 0.1 1,400
その他 120 0.1 900







































72 Galbraith [1967, 1973]を参照せよ。とくに、前者では、住宅問題を市場の万能性を前提






























































様でないし、 植物の自然生長全体が境界外とみなされていたわけではなく、 68SNA 6.62段、
6.103段および124段では、林地（timber tracts）76、農園、ぶどう園やその他の果樹園、ゴ
74 Berque [1986, p.105]. 邦訳 125 頁。
75 ベルクの「風土」概念およびその関連概念については、前出 Berque [1986]のほか、作間
[1999、2000]も参照せよ。








































































































統計上の慣行から自由な生産境界を発見しようとするヒルの探求は、 Hill [1977, 1979]とい
う成果をもたらしたが、それは依然として“open question”である。われわれは、カール・
ポパーの世界１に産出をもたらす、役割交換可能性をもつ人間の活動を広く経済的生産と
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